東日本大震災津波からの復興に向けた取組状況（H25.3.27現在）
	課　　題
	現在の対応状況
	今後の対応方向

	１　被災者の生活再建支援


	※　被災者相談支援ｾﾝﾀｰでは、H24年度、ﾌｧｲﾅﾝｼｬﾙﾌﾟﾗﾝﾅｰへの相談が次第に定着｡

	
	（2月末までの実績）

○　被災者相談支援センター

　・相談件数：369件（月平均34件）
　・FP相談窓口が次第に定着
○　こころのケアセンター

　・相談件数：1303件（月平均118件）

　・体の不調、不眠、イライラ、不安･恐怖等が多い
	◆　被災者相談支援センター

　・FPの相談窓口における周知
◆　こころのケアセンター

　・野田村こころの健康相談センター、訪問等による相談活動の継続
・市町村の保健事業への支援の継続

	２　新しいまちづくり


	※　H25年度に、久慈市では、宅地造成着手･完了、洋野町では、嵩上げに着手。
※　野田村では、2月に防集高台の造成工事着手、8月に区画整理の仮換地指定。

	
	○　洋野町（漁集１地区）

　・宅地嵩上の測量設計中

○　久慈市（漁集４地区）

　・移転先の測量設計中

○　野田村（漁集２、防集１、区画整理１地区）

・防集　　：造成工事着手
　・漁集　　：宅地嵩上げの測量設計中
・区画整理：事業計画認可2/1
・県災害公営住宅：8戸完成3/25
	◆　洋野町

　・H25年度に宅地嵩上げに着手

◆　久慈市

　・H25年度に造成着手･完了

◆　野田村

　・防集：米田・南浜地区H25完了
　　　　　城内地区工事継続
　・漁集：H25年度に宅地嵩上に着手

　・区画整理：25.8月頃仮換地指定
・県災害公営住宅：22戸11月完成

	３　公共土木施設の復旧
	※　防潮堤は全てH25年度迄に着工。管内の漁港は年度内に9割が工事完了。

	
	（3/12現在）

○　防潮堤の復旧工事

【洋野町】

・八木地区　　　　　　　　　　　測量設計中

【久慈市】

・久慈港海岸諏訪下　　　　　　3月末契約見込
・久慈湊漁港海岸　　　　　　　　測量設計中

・小袖漁港海岸　　　　　　　　　測量設計中

・久喜漁港海岸　　　　　　　　　入札準備中

【野田村】

・前浜地区　　　　　　9月、1月に2工区着工

・野田一般海岸　　　　　　　　　入札準備中

・米田地区海岸　　　　　　　　　測量設計中

広内海岸　　　　　　　　　　　測量設計中

・野田農地海岸 　　　　　 H24.8月原形復旧
	◆　防潮堤の復旧工事

【洋野町】

・八木地区　　　　　H25年度着工

【久慈市】

・久慈港海岸諏訪下　H25.3月着工
・久慈湊漁港海岸　　H25年度着工
・小袖漁港海岸　　　H25年度着工

・久喜漁港海岸　　　H25.3月着工
【野田村】

・前浜地区（残工区）H25年度着工
・野田一般海岸堤防　H25.3月着工　

・米田地区海岸　　　H25年度着工

広内海岸　　　　　H25年度着工
・野田農地海岸 　　　　工事継続

	
	（3月末までの見込）

○　漁港の復旧工事
　・県管理漁港5港　　　　箇所数割合94％完了　　　
67箇所中63箇所の工事完了

　・市町村管理漁港22港　 箇所数割合95％完了
74箇所中70箇所の工事完了
	◆　漁港の復旧工事
　・県管理漁港の未完了4箇所のうち、3箇所については、H24年度内に発注予定。

　・市町村管理漁港の未完了4箇所のうち、2箇所はH25年度完了予定、2箇所はH25年度発注予定。

	４　産業の再開
1 水産業


	※　漁業生産施設は概ね順調に復旧。生産物の完全復旧はH25年度以降の見込み。

	
	（3月末までの見込）

○　魚市場　　　　　　　　　　　　100％復旧

○　製氷貯氷施設　　　　　　　　　 83％復旧

○　漁船　　　　　　　　　　　　　 92％復旧

（当面の復旧目標隻数1,317隻のうち1,207隻復旧）
○　定置網　　　　　　　　　　　　 90％復旧

○　養殖施設　　　　　　　　　　　 73％復旧

○　増殖溝　　　　　　　　　　　　100％復旧

○　サケ、マス

・ふ化場　　　　　　　　　　　　 50％復旧
・稚魚放流　　　　　　　　　　　 84％復旧
○　栽培漁業協会種市事業所

・3月末に復旧完了

・稚ウニ130万個生産出荷　　　　 53％復旧
　・アワビ種苗生産試験を実施
○　ワカメ養殖生産量　　　　　　　 62％復旧

コンブ養殖生産量　　　　　　　 94％復旧

○　ホタテガイ養殖生産量　　　　　 21％復旧
	◆　製氷貯氷施設
・H25年度には100％復旧

◆　サケ、マス

・未完了2箇所のふ化場は、整備を検討中

・稚魚放流はH25年春90％、H26年度100％

◆　稚ウニ等

・H25年度稚ウニ生産100％

・H26年度稚アワビ100万個出荷

◆　ワカメ、コンブ

・ワカメはH25年3～4月、コンブはH25年5～6月に復旧100％を目指す。
◆　ホタテガイ
・H25年度に36％、H26年度に100％の復旧を目指す。

	
	○　販路の維持・拡大

【久慈地域「海の幸」ＰＲ協議会など】
・ＪＡ新いわて（9月）、ＪＡシンセラ（6月、10月）、いわて生協（5月、9月、10月）

　・イオン（7月、2月）、イトーヨーカドー（7月、2月）

　・地元水産･産業まつり（洋野町7月、普代村10月、久慈市10月、野田村12月）

【合同商談会】
　・いわての食の商談会in東京、in大阪（2/5、2/7）

　・スーパーマーケットトレードショー（2/13～15）
○　水産加工食品の開発（ファストフィッシュ）

　・「骨取り味つきさんま」（8/24～）　イオン、久慈市漁協、三陸鉄道による開発

　・「まるごとさんま」　 （2/15～）　久慈市漁協、イトーヨーカドーによる開発

　・「骨取りさば」　　　 （2/27～）　イオン、久慈市漁協、三陸鉄道による開発

	2 農業

	※　野田村の被災農地で２年ぶりに営農再開。H25年度は、ほ場整備事業を実施。

	3 
	○　被災農地
・被災農地50haのうち県事業でH24.5月に35ha復旧（15haは自力復旧）。

　・久慈地域で今秋収穫した新米の１等米比率は、88.7％と良好。

　　〈１等米比率〉Ｈ22年：69.7％、Ｈ23年：81.1％

・野田村の被災水田は、平年並みの収量を確保。

○　農業機械共同利用組合設立(野田村、9月)
○　宇部川地区農業生産組合設立(11月)

○　宇部川地区営農組合設立（3月）
	◆　被災農地

・H25年度からほ場整備事業を宇部川地区の一部として実施し、ほ場の大区画化を推進。　

　・宇部川地区の計画では、50a区画を標準区画とし、現状の個別営農から生産組合を担い手とする集落営農を目指す。
◆　営農組合及び生産組合
・農地利用調整を担う営農組合と営農を担う生産組合の運営を支援。

	５　雇用、商工業


	※　雇用、商工業の復旧に係る計画目標は、ほぼ達成。

	
	【雇用】
○　緊急雇用対策事業　　　　　

　・新規雇用創出数554人(2月末)100％目標達成　

○　事業復興型雇用創出助成金　　　　　　　

　・支給認定（1月末現在）　　　　　32事業所
	◆　雇用対策基金事業
・同事業の活用による被災事業者の短期的な雇用の創出

◆　事業復興型雇用創出事業

　・現在申請中の企業　　22事業所

	
	【被災事業所】（2月末現在）
○　被災事業所　　　　　　　　　92％事業再開

・2,803社中359社が被災し、329社が事業再開

○　中小機構の仮設店舗　　　　 100％利用開始　　　

　・整備希望地区48地区全てで利用開始

○　グループ補助　　　　　　　　73％事業完了

　・交付決定企業30社のうち22社がほぼ完了
	◆　被災事業所

・被災事業所のフォローアップ及び個別事業所の課題に応じた助成方策等への助言

◆　グループ補助金

・未完了事業所は、Ｈ25.8迄に完了予定（1次分2社、5次分6社）。

	６　災害廃棄物の処理


	※　県北地域の災害廃棄物の処理率37.0％。不燃系廃棄物の処理を推進。

	
	○　管内の災害廃棄物処理（１月末）　　　　　　　
区分

全体量

（ｔ）

処理量

（ｔ）

処理割合

（％）

洋野町

24,500

15,140

61.8

久慈市

100,500

40,249

40.0

野田村

131,100

35,287

26.9

普代村

11,800

8,346

70.7

管内計

267,900

99,022

37.0

○　広域処理の実施
・青森県、秋田県、山形県、埼玉県(埼玉はH24.12月で終了。秋田はH25.3.19に今年度分の搬出終了。)
	◆　可燃系災害廃棄物
・木屑及び可燃物については、H25年内の処理完了見込

◆　不燃系災害廃棄物、魚網等

・不燃物、漁具魚網の処理と分別土（津波堆積物）の活用が課題

・不燃物等の処理先の調整、分別土活用先のマッチングの推進

	７　再生可能エネルギー導入の推進

	※　再生可能エネルギー導入に向けた研究調査や事業化の動きが進む。

	
	○　工事着手

・太陽光　　：洋野町角浜地区、同町有家地区
○　工事着手予定（3/27）
　・太陽光　　：久慈市枝成沢地区

○　事業計画例

　・バイオマス：野田村1
○　研究調査例

・陸上風力　：洋野町1、久慈市1
・洋上風力　：洋野町1
・波力　　　：久慈市1
・小水力　　：普代村1
	◆　情報発信や事業化の推進等
〈情報発信〉

・県有施設における太陽光発電可能量シュミュレーション
・再生可能エネルギー出前講座

　・相談窓口設置によるワンストップ体制の構築

〈事業化の誘導〉

・木質バイオマスエネルギーの事業化の促進、県営農業水利施設による発電事業化の促進
〈勉強会の開催〉

・北いわて再生可能エネルギー勉強会の開催

	８　防災及び減災の啓発
	※　3000人以上の生徒、住民等を対象に防災及び減災の啓発セミナーを開催。

	
	○　津波防災出前講座（5～2月、小中学生等1,513人受講）
○　防災･減災トップセミナー（10月、市町村長及び幹部職員等61人受講）
○　防災啓発市民セミナー（11月、住民約200人受講）

○　明日の防災リーダーセミナー（10～2月、高校生等1,399人受講）
○　職員のための危機管理セミナー（1月、行政職員、消防及び警察職員約100人受講）　


	９　最近の主な動き
	防災まちづくり関係

①　2月26日（火）　高台団地造成工事の土砂の搬出作業開始（野田村）

　・　米田･南浜の防集高台団地の造成工事に伴う土砂の搬出が開始。

②　2月28日（木）　広内海岸等の防潮堤災害復旧の説明会（久慈市）

　・　久喜漁港海岸と広内海岸防潮堤の災害復旧等に係る説明会を開催。
③　3月7日（木）　町内会と災害時協定を締結（久慈市）

　・　市は、小久慈地区の10の町内会と要援護者名簿共有等に係る協定を締結。
④　3月10日（日）　県営災害公営住宅内覧会（野田村）

　・　同村門前小路第１地区に2階建て4棟8戸分の住宅（3/25完成）。
⑤　3月15日（金）　八木港災害復旧工事の完了（洋野町）

・　県内の重要港湾4港及び八木港を含む地方港湾2港の中で、最初の復旧完了。

⑥　3月20日（水）　普代水門の災害復旧工事の完了（普代村）

　・　3/24は、同水門建設に尽力した故和村元村長の功績を称える顕彰碑の除幕式。

エネルギー関係

⑦　2月25日（月）　久慈風力発電プロジェクト検討委員会（久慈市）

　・　同委員会は、発電事業が可能な風力の観測結果を報告。
⑧　3月27日（水）　久慈太陽光発電所新設工事起工式（久慈市）

　・　久慈市枝成沢地区に出力約1400キロワットのメガソーラーを建設。
農業、商工業関係
⑨　2月24日（日）　特産品ブランドづくり事業成果発表会（普代村）

　・　新商品は、村特産のコンブを生かして開発されたどら焼きクッキーなど5品。
⑩　3月7日（木）　商品力・販売力アップのための講演会（久慈市）

　・　イオン㈱の協力による事業者向けの商品力･販売力向上のための講演会。
観光関係

⑪　3月3日（日）　野田村の石を使った露天風呂が箱根にオープン
　・　箱根に野田村産のマリンローズを使用した「縁むすび風呂」がオープン。
⑫　3月8日（金）　第２回 地元の魅力再発見講座（久慈広域）

　・　観光客への案内を目的にした、まめぶ汁等の基礎知識に関する全2回の講座。

　　この他、観光施設等を巡回する再発見ツアーも3回行い、合計5回の開催。
⑬　3月22日（金）　久慈～東京間の高速夜行バスの運行開始（久慈市）

　・　「岩手きずな号」が久慈駅（20：05発）→東京駅（翌7：05着）、東京駅（22：45発）→久地駅（9：50着）で運行。運賃は6,000～8,500円（時期により変動）。
⑭　3月26日（火）　販売促進セミナー＆お土産品等個別相談会（久慈市）

　・　「観光客をリピーターにする集客術」などを学ぶセミナー等を開催。
文化関係

⑮　2月27日（水）　北三陸大地の恵み・ジオパーク推進連絡会（仮称）
　・　三陸ジオパーク構想を盛り上げるため、民間団体等が同組織を設立。
⑯　3月11日（月）　大阪大学野田村サテライトの開設（野田村）
　・　大阪大学が被災地に関する研究に取組む大学院生らの拠点施設を開設。　



